
デザイン思考とリスクマネジメントで
これからの工学を創造する

未来を創発する人材を育てます

造形・メディアデザインコース

　香川大学創造工学部は、工学部を基盤とし、2018（平成30）年4月に新設された新しい学部です。工学部で培われた経験や実績・
ノウハウ等は創造工学部へと引き継がれ、社会や人々のニーズにフィットしたイノベーションを創出する人材、地域社会に貢献できる
人材を育成します。創造工学部ではコース別に専門教育を行い、全学生が①数理的基礎力、②コミュニケーション能力・倫理観、③地
域理解、④リスクマネジメント能力、⑤デザイン思考能力を育成できるように学び、高い専門性を持ちながら異分野と協働して課題を
解決する能力、既成概念を超えてモノやコトを生み出す能力、リスクを予見し対応できる能力を育成します。さらに産学連携研究や国
内・国際インターンシップも教育プログラムに含まれており、幅広い教養と経験を身に付けた学生を輩出しています。

　エンジニアリングに必要な論理性と、デザインやアートに必要な感性の両輪を
追求する授業構成で高い創造性を育み、次世代型の工学系人材を育成します。

情報システム・セキュリティコース
　「情報システム技術」「セキュリティ技術」「ヒューマンインタフェース技術」
を身につけ、ニーズに対応した情報システム設計ができる人材を育成します。

建築・都市環境コース
　建築、建設、環境を基礎とした教育を提供し、新たな都市環境の創
出に寄与できる発想力・企画力を有する人材を育成します。

情報通信コース
　「モノのインターネット」を実現するために，人工知能，通信，センシ
ング技術を学び、これを様々な産業で活用できる人材を育成します。 

防災・危機管理コース
　ハードウェア、ソフトウェアとヒューマンウェアを組み合わせた、危機の未然防
止、災害の被害拡大防止等、災害にしなやかに対処できる人材を育成します。

先端マテリアル科学コース
　「環境材料化学」・「機械材料科学」・「光・電子材料科学」の三分野にわたる多面的教育により、地域や社会のニーズに応える新素材・新物質を研
究・開発できる人材を育成します。

機械システムコース
　機能美を備えた機械システムを創造できる能力を養うと共に、人間
と共生する高度な機械システムを構想･開発できる人材を育成します。

アオイ電子、ＳＴＮｅｔ、大倉工業、奥村組、オリンパス、鹿島建設、クラレ、鴻池組、JFEスチール、大成建設、竹中工務店、タダノ、中国電力、ハウス食品、富士通、
マツダ、三井住友建設、四電工、愛媛県庁、岡山県庁、岡山市役所、香川県庁、倉敷市役所、四国地方整備局、高松市役所　など

主な就職先

業種別就職状況
（2022.3 卒業）

地域別就職状況
（2022.3 卒業 ※進学者を除く）

創造工学部 創発科学研究科
　創発科学研究科は、教育・人文、法学、経済学、工学の４つの分野を軸としてそれぞれを専門分野としながら、課題解決方法をしっかりと
デザインでき、かつ、複数の学問分野から得られた多様な知識や技術を協調的に組み合わすことのできる能力を有し、未来において新産
業の創造や地域が直面する新課題の解決に貢献できる人材を養成することを目的に令和４年４月に開設されました。

　ユニットとは社会的重要性の高い専門的なテーマや解決すべき課題に即して編成された専門科目の群を指します。　
　本学は、多彩かつ膨大な数の（専門）科目を22のユニットとして整理し、それぞれが体系だった形で学生に提供することとしました。
　ユニットは、これまで教育学、法学、経済学、工学研究科が保有してきた教育・研究資源を効果的に組み合わせてデザインされた科目群です。

　企業法務分野（税理士、司法書士など）や公共分野（公務員など）に必要な学識・能力、政策／法務能力を
有した人材

　地方自治体や経済界で活躍できる人材、ローカルな価値、地域資源の保全や活用ができる人材

　以下をキーワードとして複数のユニット編成し、人材育成を行っています。
　「数理・データサイエンス」、「建築物の設計」、「センシング、通信ネットワーク、人工知能・解析技術」、
「ヒューマンインタフェースデザイン能力、セキュリティリスクマネジメント能力、情報システムの設計・開発」、
「材料力学・熱力学・流体力学・機械力学・システム（情報）の統合化による機械基盤技術」、「知能ロボットシ
ステム」、「計測を通じた機械システム開発」、「材料科学」、「光・量子材料科学」、「インフラに対する新しい
アセットマネジメント手法」、「環境科学に基く循環型環境デザイン」、「危機を複眼的に解釈し、危機から生じ
る被害の軽減・回復」

出身都道府県別
卒業見込者数（2024.3）

岡　山
香　川
兵　庫
広　島
愛　媛
山　口
大　阪
徳　島
奈　良
京　都
静　岡
和歌山
鳥　取
その他
海　外

39
28
12
 10
10
3
3
3
3
3
2
2
2
8
8

大学院

計　136（人）

学術研究、専門・技術サービス
12.3％

建設
16.0％

製造
34.0％

公務 11.7％

情報通信
19.1％

卸売・小売 3.1％

教育・学習支援 1.2％
電気・ガス・熱供給・水道事業 1.2％ 東海 3.1%

四国
27.8%

中国
24.1%

香川県
21.0%

香川県以外の
四国 6.8%

岡山県
17.9%

関東
24.7%

近畿
18.5%

その他の地区 1.9%

岡山県以外の
中国 6.2%

サービス業
（他に分類されないもの） 1.2％

大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程） 

　大学院工学研究科は、２００２年に博士前期課程（修士）、２００４年に博士後期課程（博士）が設置されました。本研究科の創設により、地
域社会に学部と研究科から多くの人材を多層的に輩出し、香川県の地場産業振興に寄与しています。
　学生は、専門分野の最先端の講義に加え、海外の協定校との国際インターンシップ、地元企業と連携したチームによる課題解決型のイン
ターンシップ、修士論文研究、学会等での精力的な発表などにより課題発見・解決力、コミュニケーション力を備えた人材として育っています。

※創造工学部について、詳しくは https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_ead/ をご覧ください。
また、工学部・大学院工学研究科については https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_eng/ をご覧ください。

●安全システム建設工学専攻　●信頼性情報システム工学専攻　●知能機械システム工学専攻　●材料創造工学専攻

香　川
岡　山
兵　庫
愛　媛
徳　島
大　阪
広　島
三　重
島　根
京　都
鳥　取
高　知
愛　知
その他

87
85
31
19
18
15
14
9
6
5
5
5
4
48

出身都道府県別
卒業見込者数（2024.3）

計　351（人）

「４分野の継承」と「創発」　２つの概念は、補いあう関係にあります。その教育方法がユニット制です。

◇専門科目とユニット制

◇育成する人材イメージ
教育・人文分野を軸に学ぶ学生

法学分野を軸に学ぶ学生

経済学を基軸に学ぶ学生

工学を基軸に学ぶ人材

　「持続共生社会」、「子ども学」、「人文的知識」をキーワードに新たな価値・社会像の提案と具現化ができる人材
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